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本号の特集は虫明 元先生企画による「大
脳皮質-視床の機能連関」である。ラインナッ
プされた 11 本の論文はいずれもよくまと
まっていて，読みごたえがあった。感心した
のは，基礎と臨床，動物とヒト，脳の構造と
機能，基礎的な神経作用から高次脳機能と
いったさまざまな領域が網羅されており，さ
らにこれまであまり触れられてこられなかっ
た新たな視点の内容も含まれていた点であ
る。本企画のフォーカスは視床と大脳（一部
は小脳）皮質との神経回路にあるが，専門家
でもなかなか理解が難しいところをわかりや
すく解説するのは苦労も多かったことと思
う。私は以前，2015年の本誌 67巻 12号で
「視床と高次脳機能」という特集を組んだこ
とがあった。もう 10年以上も前のことであ
る。このときの私の立場は，文字通り視床と
注意・記憶・言語・情動といった高次脳機能
との関連を，特に損傷例から通覧するという
ことだった。特集としても 5 本の論文に限
定されていて，基礎領域と呼べるのは井出
智先生らの「視床の構造」のみであった。こ
のときの特集から考えると，本号の特集は幅
が広く，また新たな知見が盛り込まれている
と感じた。
もう 30年以上も前にボストンのレナ・モ

スコビッチ博士から「視床は小さな大脳であ

る」と聞かされたことがあった。言い得て妙
である。大脳の司るさまざまな機能のほとん
どは視床を介して成立しており，小さな構造
物である視床の中に大脳の機能は凝縮してい
るということだろう。ちなみに 2015 年の
「視床と高次脳機能」特集号のあとがき担当
は泰羅雅登先生だった。このとき泰羅先生は
「視床は中間管理職」であると書いている。
視床はたしかに大脳（上位）からの指令を下
部に伝えたり，下部からの情報を大脳に上げ
たりするイメージだ。まさに中間管理職だ。
「あちゃこちゃから多種多様な要件を持ちか
けられて，それをそのまま上にスルーするの
か，多少は色付けして持ち上げるのか悩みが
多い」とも。そんな日の当たることの少ない
視床が久しぶりに特集されたことに快哉を叫
びたい。長らく編集委員を務められた泰羅先
生は 2017年 7月 8日，ランニング中に急逝
された。葬儀の日はひどく暑かったのを覚え
ている。泰羅先生が亡くなってもう 9 年に
なるのかとしみじみ思う。泰羅先生のあと，
認知神経科学領域を虫明先生が担当されてい
る。BRAIN and NERVEの特徴というか強み
の 1つは，脳神経内科を中心に，関連する多
様な領域の編集委員が自由な立場で意見を持
ち寄っていることであると感じる。

（三村 將）
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